
 

 

 

 
 

 

 

横浜市立大学では、2017 年度の国際総合科学部・国際教養学系の新入生より、初習外国語を必修化します。 

これまではグローバルな課題を解決するために英語に特化し、英語を “使える”レベルまで学習してきました。 

2017 年度からは、共通語としての英語に加え、もうひとつの外国語を学習することにより、グローバル時代の課題

である多文化共生社会の実現に向けて、異なる他者と共生し協働できる感性・態度を涵養することを目指し、さらなる

一歩を踏み出します。中国語、韓国・朝鮮語、ドイツ語、フランス語、スペイン語の 5 言語から 1 言語を選択し、英語プ

ラス 1 の学習を通じて、背景にある文化・歴史・思考に触れることで複眼的な思考力を身につけ、他者と協働してグロ

ーバルな課題を解決できる人材育成を一層推進します。 

 

複言語の学びを通じて文化・歴史・思考にふれ、多様性に開かれた感性を 

■初習外国語の特徴とゴール 

 

☑ ネイティブ教員と日本人教員      ☑週３回（各 90 分）の授業          ☑PE の最低到達水準に達した 

によるチームティーチング         ☑頻度高く授業を受けることで、          学生から順次履修スタート 

☑ 実践の場を通して、実用的な         着実に実力アップ 

コミュニケーション力の獲得 

 

■国際総合科学部・国際教養学系の概要（2017 年度募集定員：140 名） 

国際的な視野に立ち、柔軟で創造的な思考力のある人材育成を目指す国際総合科学部において、国際教養学系では、国

際化する現代社会における人間の活動を多角的視点から総合的に解明することを目指し、人間科学コース・社会関係論コー

ス・国際文化コース 3 コースを設けています。 
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2017 年度の国際総合科学部 国際教養学系 新入生より 

外国語教育の新展開：母語＋英語＋もうひとつの外国語 

複言語の学びを通じ、他者と協働して課題解決に取り組む 

横浜市政記者クラブ・文部科学記者会同時発表 



 

参考 海外留学プログラム 

横浜市立大学では、外国語を活用する力を身につけられるよう、多様な留学プログラムを用意し、学生の海外派遣

を支援しています。 

 

■学則に定める留学プログラム（平成 29 年３月１日時点） 

プログラム名 プログラム言語 

仁川大学校交換留学（韓国） 韓国・朝鮮語 

上海師範大学交換留学（中国） 中国語 

ウィーン大学交換留学（オーストリア） ドイツ語 

リヨン第 3 大学交換留学（フランス） フランス語 

ベネチア大学交換留学（イタリア） 英語 

タマサート大学交換留学（タイ） 英語 

マレーシア科学大学交換留学（マレーシア） 英語 

ゲーテ大学交換留学（ドイツ） 英語／ドイツ語 

高麗大学校交換留学（韓国） 英語／韓国・朝鮮語 

東海大学交換留学（台湾） 英語／中国語 

セメスター留学（米・英・加・アイルランド等） 英語 

ブリッジプログラム（英・豪・米・加等） 英語 

ディズニー・バレンシア国際カレッジプログラム（米） 英語 

 

 

■過去３ヵ年の留学プログラム利用人数（平成 29 年３月１日時点） 

 

（出国年度にもとづく実績） 

 

プログラム名 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

交換留学  8 12  12  

セメスター留学  1  10    4 

ブリッジプログラム 3 6 3 

ディズニー・バレンシア国際カレッジプログラム 11 7 6 

合計   23 35   25 


